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は　
じ　
め　
に
　
休
浜
と
は
、
日
が
短
く
塩
付
き
の
悪
い
秋
冬
の
間
、
塩
田
作
業
を
休
む
こ
と
で
あ
り
、
休
浜
法
と
は
、
瀬
戸
内
の
塩
田
一
帯
に
こ
の
休
浜
を
普
及
す
る
こ
と
で
、
製
塩
高
を
減
少
さ
せ
、
生
産
性
の
向
上
と
経
費
の
節
約
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
休
浜
法
は
、
宝
暦
年
間
に
安
芸
国
瀬
戸
田
浜
の
三
原
屋
貞
右
衛
門
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
る
が
、
十
分
に
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
十
年
も
も
た
ず
に
失
敗
す
る
（
第
一
次
休
浜
法
）。
そ
の
後
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
、
周
防
国
三
田
尻
浜
の
田
中
藤
六
に
よ
っ
て
再
び
提
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
第
二
次
休
浜
法
）。
こ
の
休
浜
法
は
、
当
初
、
周
防
国
・
長
門
国
の
二
か
国
で
行
わ
れ
、
次
第
に
安
芸
国
、
備
後
国
、
伊
予
国
（
一
部
）
を
初
め
瀬
戸
内
各
地
の
塩
田
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
は
赤
穂
浜
（
播
磨
国
）
が
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
讃
岐
国
や
伊
予
国
が
参
加
し
、
瀬
戸
内
十
州
の
塩
田
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
休
浜
法
は
、
塩
の
生
産
性
を
高
め
、
燃
料
費
な
ど
の
コ
ス
ト
軽
減
を
図
る
こ
と
で
の
経
営
合
理
化
を
意
図
し
て
い
た
が
、
塩
の
生
産
を
自
主
的
に
制
限
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
、
塩
の
価
格
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
当
時
の
高
度
―　　―１
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
西
国
支
配
―
―
瀬
戸
内
塩
田
休
浜
法
と
大
坂
町
奉
行
―
―
落　
　
合　
　
　
　
　
功
な
生
産
性
を
有
し
た
入
浜
塩
田
が
瀬
戸
内
各
地
の
塩
田
が
展
開
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
　
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）、
大
坂
町
奉
行
所
は
、
塩
の
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
で
、
瀬
戸
内
の
各
塩
田
に
大
坂
へ
の
出
頭
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
際
、
対
象
と
な
る
瀬
戸
内
塩
田
と
は
、
幕
領
だ
け
に
限
ら
ず
、
赤
穂
藩
、
広
島
藩
、
長
州
藩
な
ど
と
い
っ
た
大
藩
の
塩
田
を
も
対
象
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
塩
価
高
騰
に
伴
う
価
格
問
題
は
、
大
坂
町
奉
行
所
（
幕
府
）
に
と
っ
て
、
幕
藩
制
国
家
の
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
大
坂
町
奉
行
の
畿
内
・
西
国
支
配
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
朝
尾
直
弘
氏
「
畿
内
西
国
支
配
の
相
対
的
独
自 
に
よ
り
、
大
坂
町
奉
行
所
を
始
め
と
す
る
、
上
方
八
人
衆
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
近
世
中
後
期
に
お
い
て
も
、
土
屋
信
亮
氏
「
近
世
中
後
期
に
お
け
る
大
坂
町
奉
行
所
と
西
日
本
地
域
」
の
研
究
に
見
ら
れ
る
様 
西
日
本
に
お
け
る
幕
藩
制
国
家
（
幕
府
全
国
支
配
）
の
課
題
に
対
し
、
大
坂
町
奉
行
所
が
管
轄
と
な
り
担
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
西
国
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
解
明
す
べ
き
内
容
は
多
く
、
よ
り
事
例
を
積
み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
幕
藩
制
国
家
の
経
済
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
飢
饉
対
策
に
伴
う
酒
造
減
石
令
は
国
家
の
危
機
管
理
の
対
応
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ 
　
本
論
で
は
、
か
か
る
塩
価
高
騰
に
対
す
る
大
坂
町
奉
行
の
瀬
戸
内
塩
田
へ
の
対
応
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
幕
藩
制
国
家
の
物
価
調
査
の
あ
り
方
か
ら
、
西
国
支
配
に
つ
い
て
展
望
し
た
い
。
　
一
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
三
田
尻
塩
田
の
対
応
　
三
田
尻
塩
田
は
、
防
長
地
域
最
大
の
塩
田
地
帯
で
あ
り
、
多
く
の
塩
が
北
国
地
方
へ
送
ら
れ
て
い
た
。
特
に
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
は
、
大
浜
塩
田
と
し
て
一
二
七
町
歩
程
度
の
塩
田
が
開
発
さ
れ
、
瀬
戸
内
海
の
塩
田
の
中
で
も
代
表
的
な
塩
田
と
な
っ
た
の
で
あ 
（
１
）
性
」
（
２
）
に
、
（
３
）
る
。
（
４
）
る
。
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ち
な
み
に
、
製
塩
高
は
年
間
三
〇
万
石
と
も
言
わ
れ
、
防
長
三
白
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
は
じ
め
に
で
も
紹
介
し
た
通
り
、
第
二
次
休
浜
法
は
、
三
田
尻
塩
田
の
田
中
藤
六
が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
寛
政
期
三
田
尻
塩
田
は
休
浜
法
を
牽
引
し
た
と
い
え
る
だ
ろ 
ま
ず
最
初
に
、
三
田
尻
塩
田
の
動
向
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。＜
史
料
１＞
を
参
照
し
よ 
＜
史
料
１＞
　
一
松
平
越
中
守
様
被
仰
渡
候
由
、
寛
政
元
年
酉
年
諸
国
塩
浜
掛
役
人 
塩
問
屋
大
坂
御
奉
行
所
へ
可
被
召
出
の
よ
し
御
沙
汰
な
り
ぬ
、
何
故
の
御
事
候
哉
と
塩
場
の
気
遣
ひ
大
か
た
な
ら
す
、
三
田
尻
浜
よ
り
は
大
年
寄
吉
村
喜
右
衛
門
、
吉
武
十
蔵
、
宮
本
屋
忠
兵
衛
、
登
坂
し
て
大
坂
御
屋
鋪
へ
付
届
、
御
屋
敷
よ
り
御
達
に
て
御
奉
行
所
被
召
出
、
三
田
尻
浜
往
古
よ
り
年
来
商
売
の
振
合
委
敷
言
上
致
し
へ
し
と
の
御
事
な
り
、
三
人
と
も
兼
て
覚
悟
な
き
事
故
申
上
る
次
第
も
前
後
不
同
な
る
故
御
合
点
行
兼
、
重
て
御
尋
有
へ
き
迚
、
其
日
は
旅
宿
へ
下
り
て
三
人
上
の
御
振
合
を
考
へ
見
る
に
、
中
々
委
き
御
詮
儀
筋
と
見
へ
、
又
塩
場
の
事
委
敷
御
存
知
の
事
さ
ま
れ
仰
天
な
る
事
な
り
、
し
や
つ
ち
き
り
御
穿
鑿
に
て
は
都
合
逐
一
申
上
る
外
な
し
、
其
抜
を
能
き
ん
み
や
れ
な
と
申
合
、
日
々
の
御
尋
次
第
委
敷
只
々
申
抜
な
し
か
た
く
、
無
拠
家
業
次
第
具
に
申
上
る
の
趣
、
先
周
防
に
て
は
浜
壱
軒
と
申
候
は
町
数
壱
町
五
反
に
て
御
座
候
、
正
月
よ
り
極
月
迄
晴
天
に
て
は
人
力
十
人
懸
り
に
て
塩
作
仕
候
、
然
所
に
近
代
に
て
は
瀬
戸
内
塩
浜
多
軒
と
な
り
て
、
塩
夥
敷
出
来
立
候
故
諸
国
用
塩
に
余
り
候
哉
、
年
々
売
延
と
な
り
、
直
段
下
直
と
な
り
候
へ
は
仕
入
損
と
な
り
候
故
、
宝
暦
年
中
に
て
諸
国
塩
浜
至
て
一
同
至
て
困
究
仕
候
、
第
一
土
地
悪
敷
浜
相
続
な
り
か
た
く
荒
浜
と
な
り
候
場
所
及
数
多
に
候
、
依
て
周
防
は
家
業
休
月
を
始
め
候
て
三
月
よ
り
八
月
迄
六
ケ
月
塩
作
仕
候
、
尚
替
業
と
申
候
儀
有
之
、
此
法
は
壱
町
五
反
浜 
七
畝 
五
畝
宛
二
日
に
持
悩
仕
（
反
か
）
候
、
右
休
浜
替
業
の
二
法
に
し
て
漸
家
業
相
続
仕
候
、
扨
又
塩
直
段
立
か
た
は
銀
百
目
に
付
或
は
八
石
或
は
十
石
ま
た
は
拾
弐
石
と
仕
候
、
又
塩
場
よ
り
元
船
へ
小
船
に
て
積
送
り
候
を
上
荷
船
と
申
候
、
右
上
荷
賃
拾
石
に
付
八
分
問
屋
口
銭
塩
代
銀
高
に
三
歩　
百
目
に
三
匁　
此
外
諸
懸
り
物
の
義
無
之
、
従
来
の
行
形
に
御
座
候
段
申
上
し
な
り
（
５
）
う
。
（
６
）
う
。
落合：幕藩制国家における西国支配
―　　―３
　一
偖
も
此
度
諸
国
塩
浜
詮
議
は
何
故
と
疑
ひ
し
に
、
天
明
七
年
諸
国
大
飢
饉
よ
り
引
続
き
片
鄙
の
国
々
は
塩
直
段
以
の
外
に
高
直
に
て
諸
人
難
義
大
形
な
ら
す
、
白
川
公
の
御
領
分
余
程
高
直
な
る
事
聞
し
召
れ
、
扨
は
諸
国
塩
場
〆
売
の
計
ひ
な
る
へ
し
と
の
御
思
召
よ
り
今
般
御
穿
鑿
の
事
な
り
、
然
る
に
諸
国
浜
御
吟
味
な
り
し
に
、
往
古
よ
り
の
家
業
替
り
し
国
な
し
、
家
業
出
精
仕
候
て
塩
直
段
高
直
な
ら
さ
る
や
う
吟
味
仕
へ
く
と
申
上
し
に
、
御
吟
味
の
詮
も
な
か
り
し
に
、
三
田
尻
浜
古
法
を
改
め
休
月
替
業
の
新
法
聞
召
さ
れ
、
扨
こ
そ
近
年
塩
高
直
な
る
事
周
防
浜
の
仕
業
と
の
御
思
召
を
以
て
被
仰
遣
の
次
第
、
近
年
関
東
北
国
奥
州
塩
直
段
高
直
に
て
諸
人
の
難
義
大
方
な
ら
す
、
是
全
西
国
に
お
い
て
塩
場
銘
々
共
の
恣
慾
に
て
家
業
減
少
を
し
塩
直
段
斯
も
高
直
な
る
事
言
語
に
絶
た
り
、
尤
不
心
得
の
至
り
な
り
、
申
訳
の
次
第
可
有
御
吟
味
と
の
御
事
な
り
　
一
三
人
共
平
伏
し
御
意
奉
恐
入
候
、
乍
併
周
防
に
て
休
浜
替
業
仕
義
全
く
〆
売
可
仕
所
存
毛
頭
無
御
座
、
奥
筋
に
て
塩
壱
升
代
弐
百
文
三
百
文
仕
候
は
、
中
買
或
は
船
手
の
所
為
に
可
有
御
座
と
奉
考
候
、
塩
場
に
て
は
、
近
年
に
て
も
壱
升
代
七
八
文
九
文
拾
文
十
弐
三
文
よ
り
高
直
に
売
払
候
義
一
向
無
御
座
候
、
又
商
売
人
と
し
て
は
利
徳
御
座
候
得
は
、
家
業
減
少
候
も
の
無
御
座
候
、
前
断
の
通
り
瀬
戸
内
塩
浜
多
軒
と
な
り
諸
国
用
塩
に
余
り
、
年
増
直
段
下
直
に
て
仕
入
損
と
な
り
候
事
ゆ
へ
、
休
浜
法
始
ま
り
候
は
誠
に
よ
ぎ
な
き
仕
方
立
に
て
御
座
候
、
ケ
様
申
上
候
の
み
に
て
は
御
不
審
解
申
間
敷
候
に
付
、
当
時
周
防
塩
直
段
一
升
十
文
程
に
て
御
座
候
、
右
直
段
に
て
も
又
は
往
年
時
の
相
庭
に
て
塩
六
万
石
つ
丶
は
時
節
に
は
か
丶
わ
り
不
申
、
御
売
上
可
仕
候
、
此
儀
年
来
塩
売
延
に
相
成
候
証
拠
に
て
御
座
候
、
御
賢
慮
奉
仰
と
申
上
候
　
一
一
両
日
を
過
被
召
出
御
意
の
趣
、
先
達
て
申
出
候
時
の
塩
時
の
相
庭
に
て
い
つ
に
て
も
御
売
上
い
た
し
候
処
相
違
は
無
之
哉
と
の
御
事
全
相
違
無
御
座
候
、
然
は
往
年
不
時
に
御
用
被
仰
付
候
義
可
有
之
、
其
節
否
哉
の
儀
無
之
誠
実
の
取
計
を
以
て
御
売
上
可
致
段
被
仰
渡
、
〆
売
等
の
所
為
無
之
御
不
審
解
、
夫
よ
り
甚
御
心
易
き
筋
に
被
仰
聞
、
塩
場
の
事
猶
も
委
敷
御
尋
に
付
、
周
防
製
法
違
に
て
利
目
強
く
上
瀬
戸
内
塩
は
和
ら
か
に
し
て
其
味
よ
く
、
然
る
に
水
気
去
り
か
た
く
日
を
経
る
に
随
ひ
余
分
欠
立
、
周
防
塩
は
よ
く
乾
―　　―４
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き
て
年
を
経
る
と
い
へ
と
も
欠
少
く
、
又
休
浜
替
業
は
塩
出
来
劣
り
と
い
へ
と
も
仕
入
方
の
費
を
除
く
の
あ
ゆ
み
を
以
て
家
業
相
続
見
付
の
次
第
、
又
三
田
尻
弐
百
軒
壱
湊
に
て
釜
屋
塩
毎
朝
弐
千
石
荷
役
な
る
次
第
、
万
端
委
敷
御
尋
に
応
し
言
上
に
お
よ
ひ
し
な
り
　
一
今
般
諸
国
塩
場
御
詮
議
に
付
、
被
召
出
候
事
遠
国
太
儀
な
り
、
然
る
処
三
田
尻
浜
此
度
申
出
の
次
第
、
甚
以
家
業
体
委
敷
相
分
り
過
分
に
被
思
召
上
候
と
の
御
事
、
又
塩
浜
播
州
阿
州
の
み
と
存
せ
し
に
西
国
斯
も
多
軒
な
り
、
又
周
防
は
大
浜
に
し
て
四
百
余
軒
と
い
ひ
、
又
三
田
尻
弐
百
軒
百
軒
一
湊
に
て
釜
屋
塩
計
に
て
毎
朝
弐
千
石
荷
役
す
る
事
、
瀬
戸
内
第
一
の
大
場
所
な
り
と
段
々
御
称
美
の
御
意
被
下
置
御
暇
給
は
り
し
な
り
　
同
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
寛
政
元
年
、
諸
国
の
塩
浜
役
人
と
塩
問
屋
が
大
坂
町
奉
行
所
へ
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
周
防
国
三
田
尻
塩
田
か
ら
は
、
大
年
寄
で
あ
る
吉
村
喜
右
衛
門
、
吉
武
十
蔵
、
宮
本
屋
忠
兵
衛
が
大
坂
へ
出
向
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
坂
屋
敷
へ
届
け
出
て
い
る
。
大
坂
町
奉
行
所
の
取
り
調
べ
の
意
向
は
、
三
田
尻
塩
田
の
塩
取
引
の
あ
り
方
を
、
詳
細
に
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
田
尻
塩
田
は
、
こ
の
意
向
を
受
け
、
家
業
の
次
第
を
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
と
し
、
一
軒
前
の
様
子
、
宝
暦
年
中
か
ら
六
か
月
の
休
浜
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
町
五
反
を
半
分
に
分
け
、
替
持
を
す
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
休
浜
替
持
法
の
実
施
）。
そ
の
上
で
問
屋
口
銭
の
支
払
い
（
三
分
）
の
様
子
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
三
田
尻
塩
田
の
取
り
調
べ
に
お
い
て
、
大
坂
町
奉
行
所
が
特
に
注
目
し
た
事
柄
は
、
関
東
や
北
国
、
奥
州
な
ど
で
の
塩
値
段
が
高
騰
し
た
理
由
を
探
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
三
田
尻
浜
古
法
を
改
め
休
月
替
業
の
新
法
聞
召
さ
れ
、
扨
こ
そ
近
年
塩
高
直
な
る
事
周
防
浜
の
仕
業
と
の
御
思
召
を
以
て
被
仰
遣
の
次
第
」「
近
年
関
東
北
国
奥
州
塩
直
段
高
直
に
て
諸
人
の
難
義
大
方
な
ら
す
、
是
全
西
国
に
お
い
て
塩
場
銘
々
共
の
恣
慾
に
て
家
業
減
少
を
し
塩
直
段
斯
も
高
直
な
る
事
言
語
に
絶
た
り
、
尤
不
心
得
の
至
り
な
り
」
と
の
指
摘
に
見
ら
れ
る
様
に
、
大
坂
町
奉
行
所
は
、
三
田
尻
塩
田
が
休
浜
す
る
こ
と
で
恣
意
的
に
塩
不
足
と
し
塩
価
を
引
き
上
げ
た
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
田
尻
塩
田
か
ら
出
頭
し
た
三
人
は
、「
乍
併
周
防
に
て
休
浜
替
業
仕
義
全
く
〆
売
可
仕
所
存
毛
頭
無
御
座
、
奥
筋
に
て
落合：幕藩制国家における西国支配
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塩
壱
升
代
弐
百
文
三
百
文
仕
候
は
、
中
買
或
は
船
手
の
所
為
に
可
有
御
座
と
奉
考
候
」
と
、
塩
価
高
騰
の
理
由
に
つ
い
て
、
休
浜
法
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
仲
買
や
船
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
奥
筋
付
近
の
塩
価
は
、
確
か
に
塩
一
升
当
た
り
、
二
百
文
か
ら
三
百
文
程
度
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
三
田
尻
塩
田
で
の
塩
販
売
代
金
は
一
升
当
た
り
七
〜
八
文
か
ら
十
二
〜
三
文
程
度
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
よ
り
高
く
販
売
す
る
こ
と
は
無
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
休
浜
法
の
実
施
は
あ
く
ま
で
も
塩
の
過
剰
生
産
の
結
果
と
し
て
見
ら
れ
る
塩
価
下
落
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
表
れ
る
仕
入
損
が
理
由
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
再
度
休
浜
法
の
実
施
に
よ
っ
て
〆
売
を
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
周
防
浜
と
し
て
見
た
場
合
、「
塩
六
万
石
不
時
に
御
用
被
仰
付
候
と
も
時
々
相
場
を
以
て
御
売
上
可
申
上
候
、
此
段
売
延
塩
に
相
成
候
証
拠
に
て
御
座
候
と
申
上
候
へ
ハ
始
め
て
御
不
審
晴
・
・
・
」
と
、
六
万
石
余
の
塩
が
売
延
塩
と
し
て
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
塩
自
体
は
そ
の
時
々
の
相
場
で
販
売
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
休
浜
法
の
実
施
は
、
余
剰
分
の
塩
生
産
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
意
図
的
に
塩
の
生
産
量
を
減
ら
し
、
塩
田
側
（
浜
主
や
問
屋
）
が
価
格
を
釣
り
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
披
露
し
、
理
解
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
報
告
を
受
け
、
大
坂
町
奉
行
所
は
、「
御
不
審
晴
」
と
疑
い
は
解
決
し
た
こ
と
と
し
、
逆
に
「
塩
浜
播
州
阿
州
の
み
と
存
せ
し
に
西
国
斯
も
多
軒
な
り
、
又
周
防
は
大
浜
に
し
て
四
百
余
軒
と
い
ひ
、
又
三
田
尻
弐
百
軒
百
軒
一
湊
に
て
釜
屋
塩
計
に
て
毎
朝
弐
千
石
荷
役
す
る
事
、
瀬
戸
内
第
一
の
大
場
所
な
り
と
段
々
御
称
美
の
御
意
被
下
置
御
暇
給
は
り
し
な
り
」
と
、
三
田
尻
塩
田
の
製
塩
業
に
対
す
る
熱
心
な
様
子
を
称
賛
し
、
取
り
調
べ
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
　
二
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
赤
穂
塩
田
の
対
応
　
赤
穂
塩
田
は
、
近
世
初
期
か
ら
入
浜
塩
田
が
開
発
さ
れ
、
元
禄
正
保
期
に
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
。
塩
屋
村
を
初
め
と
し
て
、
御
崎
新
浜
村
や
尾
崎
村
な
ど
に
よ
り
構
成
し
て
い
る
。
赤
穂
塩
田
は
、
中
央
市
場
で
あ
る
大
坂
に
近
く
、
良
質
な
塩
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
―　　―６
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す
る
に
至
っ
て
お
り
、
大
坂
塩
問
屋
に
は
島
塩
問
屋
、
灘
物
塩
問
屋
と
共
に
、
赤
穂
塩
問
屋
が
あ
っ
た
。
　
赤
穂
塩
田
に
対
し
て
は
、
寛
政
二
年
六
月
十
九
日
に
大
坂
町
奉
行
か
ら
廻
状
が
送
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
様
子
に
つ
い
て＜
史
料
２＞
を
参
照
し
よ 
＜
史
料
２＞
　
　
　
　
　
当
地
塩
つ
く
り
の
面
々
大
坂
御
番
所
へ
御
呼
登
セ
之
事
　
六
月
十
九
日
ノ
夜
大
坂
御
番
所
御
廻
状
参
候
由
、
当
時
塩
買
手
同
売
手
浜
か
せ
き
の
者
御
呼
登
を
申
参
候
由
、
廿
日
ニ
町
・
尾
崎
・
新
浜
・
当
村
・
灘
庄
屋
衆
町
会
所
へ
寄
合
有
之
、
新
浜
川
口
屋
よ
り
壱
人
当
村
此
方
よ
り
壱
人
出
候
様
ニ
申
参
利
介
遣
申
候
処
、
塩
売
手
と
申
ハ
問
屋
の
事
と
相
聞
へ
申
問
屋
惣
代
川
口
屋
壱
人
此
方
よ
り
壱
人
罷
登
り
候
様
ニ
相
究
り
、
明
廿
一
日
朝
迄
ニ
登
り
人
相
究
其
者
被
出
候
様
ニ
被
申
付
候
処
、
此
節
平
九
郎
も
病
気
故
新
七
ニ
相
究
尚
相
考
候
処
、
問
屋
方
御
尋
有
之
候
内
当
地
御
上
と
も
へ
障
り
申
義
と
も
有
之
候
テ
ハ
如
何
敷
候
間
、
先
問
屋
株
ノ
御
礼
銀
之
儀
如
何
御
返
答
可
申
上
と
廿
一
日
ニ
御
窺
申
上
候
処
、
廿
二
日
ノ
御
評
定
ニ
相
成
廿
二
日
ノ
晩
御
書
附
出
申
、
別
此
方
ニ
テ
も
西
浜
惣
問
屋
之
塩
積
高
問
屋
株
ノ
御
礼
金
薪
買
高
等
聞
合
心
覚
ニ
認
メ
、
右
御
上
よ
り
出
候
御
書
降
と
持
参
、
廿
二
日
ノ
夜
新
浜
よ
り
乗
船
い
た
し
申
候
、
買
手
と
申
ハ
当
地
地
船
ノ
船
頭
と
相
聞
へ
是
ハ
此
節
皆
々
他
行
之
行
　
同
史
料
を
参
照
す
る
と
、
塩
の
買
手
と
売
手
、
そ
し
て
浜
主
（
浜
稼
ぎ
の
者
）
が
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
出
頭
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
翌
日
、
赤
穂
町
と
尾
崎
村
、
新
浜
村
（
御
崎
新
浜
村
）、
塩
屋
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
庄
屋
が
町
会
所
へ
集
ま
り
、
対
応
を
協
議
し
て
い
る
。
大
坂
町
奉
行
所
へ
は
、
問
屋
惣
代
と
し
て
、
川
口
屋
九
平
次
と
浜
野
屋
幾
左
衛
門
（
い
ず
れ
も
、
届
け
出
で
は
平
九
郎
・
新
七
と
い
う
名
前
で
提
出
し
て
い
る
）
が
、
浜
人
惣
代
と
し
て
尾
崎
村
か
ら
一
名
と
織
方
村
か
ら
は
勘
三
郎
が
行
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
塩
買
手
（
船
頭
）
は
別
に
出
向
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
（
７
）
う
。
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　赤
穂
塩
田
の
一
向
（
四
人
）
が
大
坂
へ
着
い
た
の
は
六
月
二
四
日
の
こ
と
で
あ
り
、
町
奉
行
所
へ
出
頭
し
た
の
は
、
翌
日
の
二
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、＜
表
１＞
に
示
し
た
よ
う
な
生
産
高
と
経
営
結
果
の
内
容
を
作
成
し
、
二
七
日
に
提
出
し
た
。
さ
ら
に
、
七
月
一
日
に
こ
こ
二
、
三
か
月
の
販
売
先
の
動
向
を
示
す
よ
う
に
指
示
が
な
さ
れ
、
そ
の
内
容
を＜
表
２＞
の
様
に
示
し
て
、
四
日
ま
で
に
届
け
出
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
七
日
朝
に
呼
び
出
さ
れ
、
異
論
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
　
大
坂
町
奉
行
所
が
赤
穂
塩
田
に
対
し
て
の
取
り
調
べ
は
二
度
に
わ
た
る
問
答
と
、
三
度
目
に
内
容
の
確
認
が
な
さ
れ
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
。
内
容
は
「
演
舌
書
ニ
テ
差
上
候
様
ニ
被
仰
付
則
相
認
メ
印
形
致
差
上
候
・
・
・
」
と
か
「
何
角
演
舌
書
ヲ
以
差
出
候
様
ニ
被
仰
付
・
・
・
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う 
赤
穂
塩
田
の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
を
示
し
た
「
演
舌
書
＝
説
明
書
」
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
経
営
的
な
面
が
中
心
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
最
初
の
二
五
日
に
行
わ
れ
た
取
り
調
べ
で
は
、
（
８
）
に
、
―　　―８
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＜表１＞赤穂塩田における報告その１
塩屋村・折方村尾崎村・新浜村
１５０軒１５０軒塩浜軒数
２４万～２５万俵４４万～４５万俵塩出来高　　　　（１俵５斗入）
２，４００俵３，３００俵上浜　　　　　　１年間出来高
３９０目５００目年貢
１貫０５０目１貫３００目浜加徳
１貫４００目２貫８００目日雇、釜焼賃金　１年
１貫　　 １貫　　 雑用　　　　　　１年
４０目４０目薪　　　　　　　１日一夜
６３０俵７２０俵１釜３０日相当出来塩
１貫２００目１貫２００目木代引、薪代　　１日１夜に４０匁焚
１０８匁１０８匁本釜焼、目代り焼賃
６３匁７２匁塩俵代
２６匁３０匁縄代
７匁２分７匁２分塩取籠代
４５匁４５匁釜石并灰代釜拵手間代
５００目７７４匁水汐取上ケ浜引木割、諸雑用共
７８匁１００目年貢割合
２１０匁２８０匁浜加徳割合
２貫２３７匁２分２貫６１６匁２分合計
塩田構成浜子　釜焼２人、定日雇４人、浜子９人
＜表
１＞
に
示
し
た
様
に
、
生
産
高
と
経
営
結
果
を
示
し
、
生
産
過
程
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
利
益
が
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
商
慣
行
と
し
て
、
赤
穂
塩
田
は
船
頭
と
の
直
売
買
を
し
て
お
り
、
江
戸
表
の
問
屋
と
の
取
引
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
廻
船
が
買
積
み
す
る
場
合
、
最
初
は
浜
主
と
直
接
交
渉
し
、
相
談
が
難
し
い
場
合
は
、
問
屋
が
立
ち
会
い
、
価
格
を
決
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
手
船
と
し
て
新
浜
村
と
塩
屋
村
に
そ
れ
ぞ
れ
二
艘
あ
っ
た
廻
船
は
、
北
国
表
へ
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
商
慣
行
に
つ
い
て
、
＜
史
料
３＞
の
様
な
尋
問
が
行
わ
れ
て
い 
＜
史
料
３＞
　
一
此
度
私
共
被
遊
御
召
登
シ
江
戸
廻
リ
塩 
ニ
諸
廻
船
ニ
積
入
候
儀
依
之
問
屋
懸
り
物
之
儀
ト
、
将
又
私
共
よ
り
江
戸
表
江
直
相
対
ニ
テ
売
買
仕
候
儀
ニ
テ
ハ
勝
手
ニ
も
可
相
成
哉
之
段
御
尋
被
遊
一
々
奉
承
知
候
、
併
此
儀
ハ
古
来
よ
り
諸
国
入
船
之
買
積
ヲ
宛
ニ
仕
罷
在
候
直
相
対
ニ
テ
江
戸
積
仕
候
テ
ハ
海
上
之
儀
何
レ
ニ
テ
も
無
心
元
奉
存
候
、
其
上
諸
国
入
船
江
売
渡
シ
申
候
得
ハ
、
塩
代
銀
等
も
現
銀
ニ
請
取
、
浜
作
之
者
共
へ
割
符
仕
相
渡
義
ニ
候
得
ハ
、
下
作
之
浜
人
共
大
キ
ニ
勝
手
ニ
相
成
申
候
、
猶
又
江
戸
表
之
問
屋
附
仕
候
義
ハ
前
々
よ
り
致
不
申
候
、
尤
是
迄
ハ
船
頭
へ
売
渡
シ
切
ニ
仕
候
得
ハ
、
江
戸
表
問
屋
引
合
仕
候
テ
ハ
下
拙
共
甚
不
勝
手
ニ
御
座
候
、
右
之
段
申
上
候
　
同
史
料
を
参
照
す
る
と
、
赤
穂
の
塩
問
屋
は
何
故
直
接
江
戸
の
塩
問
屋
と
直
接
交
渉
（
直
相
対
）
を
行
い
、
売
買
し
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
取
り
調
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
塩
問
屋
（
９
）
る
。
落合：幕藩制国家における西国支配
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＜表２＞赤穂塩田販売状況
１石相当石高俵数
阿波国中嶋浦橋本屋嘉十郎船へ
売渡
１匁７分５厘１，０００石２，０００俵５月２８日・
２９日頃
阿波国中嶋浦壷屋和吉郎へ売渡１匁７分５厘１，３００石２，６００俵６月２日頃
播州赤穂郡塩屋村久四郎へ売渡１匁６分８厘８００石６月２１日頃
摂州神戸二ツ茶屋木屋又三郎船
へ売渡
１匁６分７厘５毛２，５７５石５，１５０俵６月１０日頃
阿州桑島戎屋惣兵衛船へ売渡３匁３分５厘１，７００石３，４００俵６月１４日頃
尾州常滑中野半四郎船へ売渡３匁１，１５０石２，３００俵６月２１日頃
尾州常滑弥三郎船へ売渡３匁７００石１，４００俵６月２２日頃
側
と
し
て
は
、
直
接
取
引
は
こ
れ
ま
で
一
切
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
船
頭
か
ら
直
接
現
銀
で
受
け
取
り
、
浜
主
へ
割
り
与
え
る
方
が
都
合
が
良
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
運
賃
積
の
場
合
、
江
戸
積
み
に
よ
る
海
上
の
事
故
の
可
能
性
も
あ
り
、
危
険
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
寄
航
す
る
買
積
み
船
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
報
告
は
、
二
七
日
に
行
わ
れ
た
が
、
七
月
一
日
に
再
び
呼
び
出
さ
れ
、
最
近
二
、
三
か
月
の
積
み
出
し
の
様
子
を
示
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て＜
表
２＞
に
見
ら
れ
る
様
に
、
寛
政
二
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
販
売
量
・
価
格
と
売
先
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
を
参
照
す
る
と
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
大
坂
町
奉
行
所
に
よ
る
取
り
調
べ
は
、
価
格
問
題
が
懸
案
事
項
で
あ
り
、
価
格
高
騰
の
原
因
を
探
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
大
坂
町
奉
行
所
の
取
り
調
べ
は
、
製
塩
地
の
動
向
、
経
営
収
支
、
そ
し
て
販
売
先
と
、
内
容
は
多
岐
に
渡
る
が
、
経
営
実
態
に
伴
う
製
塩
業
の
存
続
（
成
立
＝
な
り
た
ち
）
の
あ
り
方
や
、
生
産
性
向
上
に
よ
る
勧
業
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
価
格
問
題
へ
の
解
決
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
価
格
問
題
の
原
因
は
、
塩
田
そ
の
も
の
に
あ
る
の
か
、
船
主
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
大
坂
・
江
戸
の
問
屋
に
求
め
る
べ
き
な
の
か
を
取
り
調
べ
た
の
で
あ
る
。
　
三
、
安
芸
国
塩
田
に
対
す
る
調
査
と
多
喜
浜
塩
田
に
対
す
る
調
査
　
安
芸
国
塩
田
は
、
赤
穂
よ
り
竹
原
塩
田
に
入
浜
塩
田
の
築
造
技
術
を
学
ん
で
以
来
、
各
地
に
入
浜
塩
田
が
展
開
し
た
。
し
か
し
、
西
に
三
田
尻
塩
田
、
東
に
赤
穂
、
坂
出
、
野
崎
な
ど
と
い
っ
た
大
規
模
塩
田
が
築
造
さ
れ
る
に
つ
れ
、
経
営
的
に
難
し
く
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
宝
暦
期
に
安
芸
国
生
口
島
に
あ
る
瀬
戸
田
塩
田
の
三
原
屋
貞
右
衛
門
に
よ
り
、
第
一
次
休
浜
法
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ 
芸
備
塩
田
は
、
寛
政
二
年
に
召
喚
さ
れ
て
い
る
。＜
史
料
４＞
を
参
照
し
よ
う
。
（　
）
１０る
。
―　　―１０
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＜史
料
４＞
　
　
　
　
覚
　
一
此
度
塩
浜
懸
之
者　
　
大
坂
御
番
所
へ
御
召
被
為　
成
候
ニ
付
、
私
と
も
御
差
登
、
則
八
月
十
三
日
御
添
書
被
為
遣
無
程
出
船
、
同
廿
五
日
大
坂
着
船
早
速
御
蔵
屋
鋪
へ
御
案
内
仕
候
処
、
同
廿
七
日
御
留
守
居
様
よ
り　
　
御
番
所
へ
御
達
し
被
為
成
候
由
ニ
て
、
同
廿
八
日
四
つ
時
私
共
一
同　
御
番
所
へ
御
召
被
為
成
候
、
就
夫
御
家
守
長
田
屋
藤
七
被
召
連　
　
小
田
切
土
佐
守
様
御
番
所
へ
罷
出
、
私
と
も
ハ
御
門
前
溜
り
ニ
控
居
、
左
之
書
付
藤
七
よ
り
被
差
上
候
　
　
　
　
　
　
　
乍
恐
口
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
安
芸
守
領
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸
州
賀
茂
郡
竹
原
浜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
問
屋
米
屋
半
三
郎
代　
与
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
所
塩
浜
師
問
屋
兼
候
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
波
屋
九
左
衛
門
代　
　
多
三
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
所
塩
浜
師
花
屋　
　
七
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国
佐
伯
郡
海
老
浜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
浜
師
吉
和
屋　
　
　
猪
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国
豊
田
郡
生
口
島
瀬
戸
田
浜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
浜
師
広
島
屋　
　
　
武
右
衛
門
落合：幕藩制国家における西国支配
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備
後
国
御
調
郡
天
女
干
浜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
浜
師
隅
田
屋　
　
　
十
蔵
　
　
右
此
度
塩
浜
懸
之
者　
　
御
召
被
為　
遊
候
ニ
付
、
私
と
も
参
上
仕
候
、
以
上
　
　
　
　
戌
八
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸
州
竹
原
浜　
　
　
　
与
八　
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
　
　
多
三
郎　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国　
海
老
浜　
　
　
猪
右
衛
門
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国　
瀬
戸
田
浜　
　
武
右
衛
門
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
後
国
天
女
干
浜　
　
十
蔵　
　
印
　
　
右
之
者
共
召
連
罷
出
候
ニ
付
、
此
段
奉
申
上
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
屋
敷
名
代
江
川
庄
左
衛
門
家
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
屋　
　
　
　
　
 
藤
七　
印
　
　
　
寛
政
弐
年
戌
八
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
御
奉
行
様
　
　
右
書
付
差
上
置
候
処
、
無
程
芸
州
浜
人
与
御
呼
出
シ
御
座
候
、
折
節
竹
原
浜
花
屋
七
左
衛
門
御
門
前
ニ
て
病
気
ニ
付
、
与
八
・
多
三
郎
・
猪
右
衛
門
・
武
右
衛
門
・
十
蔵
五
人
之
者
ヲ
藤
七
召
連
御
吟
味
所
へ
被
罷
遣
候
処
、
地
方
与
力
大
西
駒
蔵
様
御
壱
人
御
場
所
へ
御
出
浮
、
御
問
尋
左
之
通
り
―　　―１２
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（
後
略
）
　
安
芸
国
の
塩
田
が
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
出
頭
が
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
赤
穂
塩
田
や
三
田
尻
塩
田
が
出
向
し
た
翌
年
の
寛
政
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
、
す
で
に
大
坂
町
奉
行
所
へ
出
頭
し
て
い
た
の
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
も
し
、
こ
れ
が
最
初
の
出
頭
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
赤
穂
塩
田
の
様
な
大
坂
市
場
に
一
定
の
シ
ェ
ア
ー
を
有
し
た
著
名
な
塩
田
や
、
休
浜
法
の
推
進
団
体
で
あ
る
三
田
尻
塩
田
に
対
す
る
取
り
調
べ
だ
け
で
は
、
塩
価
高
騰
の
原
因
を
解
明
で
き
ず
、
結
果
安
芸
国
塩
田
も
召
喚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
安
芸
国
塩
田
は
、
各
郡
の
塩
浜
の
代
表
者
と
し
て
六
名
が
出
向
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
寛
政
二
年
八
月
十
三
日
に
出
発
し
、
二
五
日
に
大
坂
蔵
屋
敷
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
八
日
に
町
奉
行
所
へ
行
っ
た
の
で
あ
る
。
　
尋
問
の
内
容
は
多
岐
に
渡
る
が
、
特
に
安
芸
国
最
大
の
塩
田
で
あ
っ
た
竹
原
浜
へ
の
質
問
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。＜
表
３＞
は
そ
の
報
告
の
内
容
に
当
た
る
が
、
基
本
的
な
塩
田
面
積
か
ら
塩
の
価
格
を
決
め
る
主
体
＝
塩
屋
中
間
四
人
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
。
価
格
と
共
に
販
売
先
を
確
認
し
て
い
る
。
特
に
江
戸
を
廻
送
先
と
す
る
竹
原
浜
と
瀬
戸
田
浜
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
突
っ
込
ん
だ
質
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。
安
芸
国
の
塩
田
に
は
手
船
は
存
在
せ
ず
、
阿
州
や
讃
州
の
廻
船
が
買
い
に
来
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
ま
た
、
各
塩
浜
に
つ
い
て
記
し
た
、
よ
り
詳
細
の
口
上
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
＜
表
４＞
は
、
瀬
戸
田
浜
を
例
に
記
載
し
た
が
同
様
な
も
の
が
各
塩
浜
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
。
同
表
を
参
照
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
十
分
な
採
算
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
経
営
的
落合：幕藩制国家における西国支配
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＜表３＞竹原塩田の問合と回答
回答質問内容
７２軒竹原浜の軒数
４反６畝～１町４反一軒相当の面積
６０町９反余り惣畝数
塩屋中間４人で決め、問屋を仲立として廻船へ販売塩値段の担い手
５斗入俵で３匁７分当時の塩値段
竹原・瀬戸田浜が江戸（讃州・阿州船）で、他浜は国中、
北国へ販売
芸州１３か所の販売先
江戸への廻船は、船頭の名前を記載しており、提出する。販売先について
に
難
し
い
様
子
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
販
売
取
引
の
様
子
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
お
り
、
酉
年
＝
寛
政
元
年
の
関
東
行
き
の
廻
船
は
、＜
表
４＞
に
示
さ
れ
た
八
艘
と
述
べ
、
関
東
売
の
廻
船
に
対
し
て
は
現
銀
売
り
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
関
東
行
之
廻
船
江
現
銀
売
ニ
仕
候
得
共
、
右
船
々
不
残
江
戸
着
仕
候
ニ
相
違
無
御
座
与
者
得
不
奉
申
上
候
、
其
故
ハ
中
国
よ
り
江
戸
迄
之
内
返
路
筋
ニ
而
時
ニ
と
り
売
候
儀
茂
御
座
候
由
相
聞
へ
申
候
・
・
・
」
と
、
こ
れ
ら
の
船
は
必
ず
し
も
江
戸
へ
運
ば
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
販
売
し
た
俵
は
二
斗
五
升
入
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
五
合
を
追
加
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
一
俵
当
た
り
問
屋
口
銭
と
し
て
買
い
主
よ
り
一
分
受
け
取
る
こ
と
な
ど
を
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
ま
た
同
史
料
に
は
、「
江
戸
表
へ
塩
積
候
義
望
候
者
ハ
無
之
哉
、
否
之
様
ハ
先
口
上
書
ニ
洩
居
申
候
、
既
ニ
同
席
ニ
居
候
讃
州
塩
浜
人
と
も
へ
ハ
、
右
類
之
儀
口
上
書
へ
書
記
シ
差
出
候
様
被
仰
付
主
意
分
り
兼
候
類
者
直
シ
等
も
被
仰
付
候
様
子
ニ
見
聞
仕
候
ニ
付
、
嘸
私
と
も
よ
り
先
達
差
上
置
候
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
讃
州
の
塩
業
者
も
同
時
期
に
呼
び
出
さ
れ
て
お
り
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ 
　
ま
た
、
伊
予
国
多
喜
浜
塩
田
に
対
し
て
も
、
寛
政
二
年
七
月
に
同
様
に
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
て
い 
多
喜
浜
塩
田
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
か
ら
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
か
け
て
開
発
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
享
保
一
八
年
に
は
三
六
町
歩
も
の
塩
田
が
開
発
さ
れ
て
い
（　
）
１１う
。
（　
）
１２る
。
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＜表４＞瀬戸田浜の経営動向
３５軒塩浜軒数
２５町４反６畝２７歩塩浜地場畝数
４反～１町０反８畝１軒相当面積
１石３斗程度１釜相当の垂潮量
冬春４斗、夏６斗１釜相当の焚揚量
１８釜程度１昼夜釜数
２７９０俵（１３９５石）塩出来高
一軒分一昼夜仕入算用
４２匁６分６厘薪代
３７匁５分２厘浜子賃金、飯米等
１匁８分５厘運上銀
７１匁１分出来塩（生産塩）価格
１０匁９分３厘損失
阿州答島新浜吉右衛門
讃州三本松奈良屋六次郎
讃州三本松明石屋甚次郎
阿州答島新浜喜助
阿州答島新浜長蔵
阿州黒津地嘉右衛門
讃州三本松桐屋与三郎
阿州答島新浜権蔵
関東行の船
落合：幕藩制国家における西国支配
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＜表５＞多喜浜塩田に対する問い合せ内容その１
回答質問内容
享保６年１１軒開発、同１８年２２軒開発多喜浜の開発年代
１町３反、沼井１２０一軒前相当の畝数・沼井数
２０００～３０００俵一年分製塩量
当地よりは無し、尾州・讃州・阿州からの船塩積の船の出船は
１俵に付銀１分浜運上銀
１俵に付銀１匁５分～２匁一年分薪入用高
大俵１俵に付銀３分縄・俵入用高
召し抱えとして１０名程度、日用１５０名程一軒前相当の人数
１人相当銀１２０目、１０人分と日用で合計１貫４１０目奉公人給銀
一軒前米高２５石程１年相当の飯料
味噌１００貫目代銀１５０匁、油７升代銀２１匁、１７１匁一年分味噌・油
俵３匁５分以上売立代銀の１割、３匁５分以下売立
代銀の５分
浜加地子銀
３００枚、代銀１００匁筵代銀
一軒分入用代銀１４０目ねば土入替砂
廻船が着いた段階で、問屋は買い手へ積渡す。浜方
の惣代４名で値段を決め販売する。
塩値段の決め方
＜表７＞多喜浜に対する問い合せ内容その３
　　　　（多喜浜塩田に対する経営）
代銀１１貫４７３匁５分生産塩２５００俵
　　２５０匁運上銀
　　 ５０匁問屋運上
　　 ５７匁３分７厘船廻り水主共へ喰塩と名付
４貫３７５匁薪代
　　７５０匁縄・俵代
　　１００目筵代
　　１５０匁味噌
　　 １５匁油
１貫４４０目米
１貫２００目奉公人給銀
　　 ９８匁日用
　　１００目ねば入替砂
　　 ６０目村入用銀
　　１００目小繕入用
８貫７４５匁３分７厘合計
１貫１４７匁３分５厘加地子銀
　　３００目地主より普請費用
１貫５８０目７分８厘益銀
＜表６＞多喜浜塩田に対する
　　　　問い合せ内容その２
 塩値段１０年分（平均）
３匁５分４厘５毛安永９年
３匁９分４厘６毛天明元年
　　４分７厘天明２年
５匁０分３厘天明３年
４匁８分０厘６毛天明４年
３匁８分６厘１毛天明５年
３匁９分３厘天明６年
５匁１分３厘天明７年
５匁９分２厘２毛天明８年
５匁６分５厘４毛寛政元年
天明２年の価格はあまりに安価
すぎるが、そのままとした。
る
。
問
答
の
様
子
は
、＜
表
５＞
〜＜
表
７＞
に
示
し
た
通
り
だ
が
、
一
つ
は
多
喜
浜
塩
田
の
概
要
と
経
営
動
向
（＜
表
５＞
と＜
表
６＞
）、
も
う
一
つ
は
塩
の
価
格
の
決
定
方
法
と
塩
の
価
格
変
動
に
つ
い
て＜
表
７＞
の
様
な
内
容
で
、
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
　
お　
わ　
り　
に
　
以
上
、
寛
政
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
大
坂
町
奉
行
所
が
実
施
し
た
塩
価
高
騰
に
対
す
る
取
り
調
べ
に
対
し
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
瀬
戸
内
各
地
の
塩
田
が
ど
の
様
な
対
応
（
回
答
）
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
大
坂
町
奉
行
所
は
、
瀬
戸
内
各
地
の
塩
業
者
を
召
喚
し
、
各
地
に
お
け
る
塩
価
高
騰
の
取
り
調
べ
を
実
施
し
た
。
価
格
問
題
は
、
幕
藩
制
国
家
の
国
家
的
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
藩
領
域
を
超
え
て
西
国
地
方
の
所
轄
と
し
て
の
大
坂
町
奉
行
所
の
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
問
題
と
し
て
注
目
で
き
る
の
で
あ
る
。
大
坂
町
奉
行
所
に
召
喚
さ
れ
た
塩
田
の
浜
主
は
寄
合
い
に
よ
っ
て
代
表
を
選
出
し
、
所
属
藩
の
蔵
屋
敷
に
滞
在
し
な
が
ら
出
頭
し
た
の
で
あ
る
。
　
基
本
的
に
取
り
調
べ
の
内
容
は
、
塩
価
の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
を
瀬
戸
内
各
塩
田
で
実
施
さ
れ
た
休
浜
法
な
ど
に
求
め
て
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
調
査
の
内
容
は
経
営
の
動
向
と
、
江
戸
へ
の
廻
送
の
有
無
が
中
心
で
あ
っ
た
。「
近
年
関
東
北
国
奥
州
塩
直
段
高
直
に
て
諸
人
の
難
義
大
方
な
ら
す
」
と
、
奥
筋
に
お
け
る
塩
価
高
騰
も
問
題
視
し
て
い
る
も
の 
実
際
に
は
、
北
国
方
面
へ
売
ら
れ
て
い
る
場
合
は
取
り
調
べ
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
様
に
、
大
坂
・
江
戸
と
い
っ
た
都
市
を
販
売
対
象
と
し
た
場
合
に
特
に
厳
し
い
吟
味
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
大
坂
町
奉
行
所
の
取
り
調
べ
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
瀬
戸
内
一
帯
の
塩
田
の
浜
主
（
生
産
主
体
）
お
よ
び
問
屋
（
産
地
の
販
売
主
体
）
は
、
結
果
と
し
て
恣
意
的
に
利
益
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
収
ま
っ
て
い
る
。
三
田
尻
塩
田
の
回
答
に
（　
）
１３の
、
―　　―１６
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よ
れ
ば
、
休
浜
法
は
塩
価
格
の
高
騰
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
売
延
（
余
剰
）
塩
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
経
営
的
な
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
販
売
の
担
い
手
に
当
た
る
問
屋
も
口
銭
収
入
以
外
に
多
額
の
収
入
は
無
い
こ
と
を
示
し
、
決
し
て
暴
利
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
　
あ
る
意
味
、
大
坂
町
奉
行
所
の
方
が
製
塩
業
者
に
よ
っ
て
言
い
包
め
ら
れ
た
と
も
言
え
る
が
、
た
だ
、
こ
の
塩
価
高
騰
は
、
産
地
や
都
市
商
人
（
問
屋
）
な
ど
に
よ
る
〆
売
な
ど
に
原
因
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
瀬
戸
内
塩
田
を
徘
徊
す
る
買
積
船
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
新
た
な
課
題
が
提
起
さ
れ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
三
月
、
大
坂
町
奉
行
阿
部
遠
江
守
正
蔵
が
「
諸
色
取
締
方
之
儀
ニ
付
奉
伺
候
書
附
」
と
し
て
、
大
坂
市
場
の
衰
退
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
内
海
船
を
取
り
上
げ
、
買
積
船
の
性
格
に
言
及
し
て
い
 　
塩
価
高
騰
の
原
因
も
こ
う
し
た
産
地
と
都
市
と
の
間
の
遠
隔
地
取
引
で
活
躍
す
る
買
積
船
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
か
か
る
動
向
は
幕
藩
制
国
家
が
経
営
支
配
を
行
う
に
当
た
り
、
在
地
を
掌
握
す
る
こ
と
で
支
配
の
貫
徹
を
目
指
し
た
こ
と
で
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
＜
注＞
（
１
）　
朝
尾
直
弘
『
近
世
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
』（
一
九
六
七
年
、
御
茶
の
水
書
房
）
（
２
）　
土
屋
信
亮
「
近
世
中
後
期
に
お
け
る
大
坂
町
奉
行
所
と
西
日
本
地
域
」（『
近
世
の
地
域
編
成
と
国
家
』
一
九
九
七
年
、
岩
田
書
院
）
（
３
）　
藤
井
譲
治
「
幕
藩
制
前
期
の
幕
令
」（『
日
本
史
研
究
』
一
七
〇
、
一
九
七
六
年
）
（
４
）　
『
山
口
県
の
地
名
』（
一
九
八
〇
年
、
平
凡
社
）
（
５
）　
拙
稿
「
一
九
世
紀
前
半
、
瀬
戸
内
塩
田
に
お
け
る
休
浜
思
想
の
特
質
―
増
産
思
想
か
ら
経
営
重
視
の
思
想
へ
―
」（『
日
本
経
済
思
想
史
研
究
』
４
号
、
二
〇
〇
四
年
）
（
６
）　
「
塩
製
秘
録
」（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　
第
十
巻
』
一
九
七
〇
年
、
三
一
書
房
）
（　
）
１４る
。
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（
７
）　
「
大
坂
番
所
喚
問
一
件
書
上
」（
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
『
日
本
塩
業
大
系　
史
料
編　
近
世
（
一
）』
一
九
七
五
年
）
（
８
）　
「
大
坂
番
所
喚
問
一
件
書
上
」（
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
『
日
本
塩
業
大
系　
史
料
編　
近
世
（
一
）』
一
九
七
五
年
）
（
９
）　
「
大
坂
番
所
喚
問
一
件
書
上
」（
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
『
日
本
塩
業
大
系　
史
料
編　
近
世
（
一
）』
一
九
七
五
年
）
（　
）　
渡
辺
則
文
『
広
島
県
塩
業
史
』（
一
九
六
〇
年
、
広
島
県
塩
業
組
合
連
合
会
）
１０
（　
）　
「
佐
伯
・
賀
茂
・
豊
田
・
御
調
四
郡
ノ
塩
浜
稼
ニ
ツ
キ
差
上
書
付
」（
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
『
日
本
塩
業
大
系　
史
料
編　
近
世
（
一
）』
１１
一
九
七
五
年
）
（　
）　
「
大
坂
町
奉
行
所
ヨ
リ
浜
師
呼
寄
ノ
覚
書
」（
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
『
日
本
塩
業
大
系　
史
料
編　
近
世
（
一
）』
一
九
七
五
年
）
１２
（　
）　
「
塩
製
秘
録
」（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　
第
十
巻
』
一
九
七
〇
年
、
三
一
書
房
）
１３
（　
）　
斎
藤
善
之
「
中
央
市
場
の
衰
退
と
地
域
市
場
の
勃
興
」（『
内
海
船
と
幕
藩
制
市
場
の
解
体
』
柏
書
房
、
一
九
九
四
年
）
１４
―　　―１８
広島修大論集　第　４７　巻　第１号（人文）
